
D-STARレピータの概要とその利用方法について 

JP6YFA 飯塚三郡山レピータ管理団体 

日時 2023年4月9日（日）13時～ 
場所 飯塚市立立岩交流センター 



JP6YFA 標高８９１Mに設置された広域レピータ 

飯塚三郡山４３０D-STARレピタ― 

https://www.ne.jp/asahi/sangun/jp6yfa/index.html


D-STARとは？ 



ディジタル信号の強度と了解度のイメージ 



4・5・6エリア 

飯塚三郡山 JP6YFA 



D-STARのしくみ ～通信経路～ 

FMレピータと同じ 

ゲート越え通信 





D-STARを使うには？ 
D-STARの電波形式「F7W」 
免許状に記載される一括コード 
２８MHz～４３０MHｚ 「３ＶＡ」か「４ＶＡ」 
１２００ＭＨｚ 「３ＳＡ」か「４ＳＡ」 

３ＶＦ・４ＶＦ・３ＳＦ・４ＳＦでは、Ｄ－ＳＴＡＲは運用できない 



D-STAR管理サーバに登録 

機器名登録は、1台で良い。識別符号JR6PUEとJR6PUE Aは別のコールサインとなる。 

IPアドレスが別物になります 

https://www.jarl.org/Japanese/7_Technical/d-star/d-star-index.htm
https://www.d-star.info/usr/usr_login_disp.php


桁 1 2 3 4 5 6 7 8 任意設定可能 

➀ J R 6 P U E     / I D 3 1 

② J R 6 P U E   A /         

桁 1 2 3 4 5 6 7 8 任意設定可能 

➀ J R 6   P U E   / I D 3 1 
② J R 6 P U E / 6 /         

③   J R 6 P U E   /         

④     J R 6 P U E /         

⑤ T E S T         /         

無線機にコールサインを登録 

正しい設定 

間違った設定 

①と②は、別の局になります。 

JARL管理サーバに登録したコールサインを設定する 

・設定したコールサインは、データとして音声と同時に送信される 

・コールサインが正しく設定されていないとゲート越え通信ができない 



１．D-STAR管理サーバに登録する 
 ことで、コールサインにIPアドレス 
 が割り振られる。 
 
２．ゲート越え通信では、コール 
 サイン（割り振られたIPアドレス） 
 が所属するレピータに信号が送 
 られる。 

D-STARの特徴 
D-STARレピータは、インターネット回線
でJARLの管理サーバと接続されてい

ます。このため、無線機でゲート越え
通信を設定することでレピーター同士
がインターネットで接続されて遠くの
局と通信できます。 



ゲート越え メッセージ 主な理由

できる ① UR?:JP6YFA A URに指定したﾚﾋﾟｰﾀに接続されていて、接続先のﾚﾋﾟｰﾀは使用可能

② RPT?:JP6YFA　A URに指定したﾚﾋﾟｰﾀに接続されていて、接続先のﾚﾋﾟｰﾀは使用中

③ RPT?:JP6YFA G

URのｺｰﾙｻｲﾝが違っている，ﾚﾋﾟｰﾀのｹﾞｰﾄｳｪｲ(GW)が不調，
自局のｺｰﾙｻｲﾝをJARLの管理ｻｰﾊﾞｰに登録してない，
自局やﾚﾋﾟｰﾀのｺｰﾙｻｲﾝが違っている，
MYの8桁目の識別(なし,A～Fなど)が違っている、
ｺｰﾙｻｲﾝ指定呼出で相手局がJARLの管理ｻｰﾊﾞｰに未登録、など

④ RX:JP6YFA A
設定したR1(RPT1)かR2(RPT2)又は両方のﾚﾋﾟｰﾀのｺｰﾙｻｲﾝが違っている
※RXでなくRPT?が表示される機種があります。

⑤ RX:        /
ﾚﾋﾟｰﾀに自局のｺｰﾙｻｲﾝが認識されていない（電波状況/ｱｸｾｽが悪い）
MYに自局のｺｰﾙｻｲﾝを設定してない（MYがブランク）

できない

レピータの使用状況を確認 
使用するレピータに、一度カーチャンクしてアクセス状態を確認 

ＵＲ？が出ればＯＫ！ＵＲ？以外はＮＧ！ 

ゲート越えやコールサイン指定の場合は、5秒から10秒あけてもう一度 



レピータを使用する通信方法 
１．山かけ通信：レピータ1局のみを使用する 

自局がアクセスしているレピータのみを使用する通信 （ＦＭレピータと同じ通信方法） 

無線機の「ＴＯ」を「ＴＯ選択」の「山かけＣＱ」を選択して「ＣＱＣＱＣＱ」に設定する 



レピータを使用する通信方法 
２．ゲート越え通信：自局が利用するレピータから 
             他のレピータに接続して通信する 

無線機の「TO」に「TO選択」の「エリアCQ」を選択して、接続したいレピータを設定 

ゲート越え通信終了後は、設定を「山かけ」に必ず戻しましょう。TOやURをCQCQCQにする 

飯塚三郡山４３０レピータにカーチャンクしておくと安心です 



迷惑な設定 ：ゲート越え通信設定のまま山かけ通信 

無線機のTO設定は常に確認！！！ 



レピータを使用する通信方法 
３．コールサイン指定通信：「TO」に相手局のコールサインを指定して  
                 ゲート越え通信をする方法              

受信した局を「RX-CS」ボタンで選択 

「個人局」「受信履歴」「送信履歴」ダイレクト入力」で設定 

コールサイン指定呼び出しは、呼び出したい局が最後にアクセスしたレピータに自動的に 

接続されて電波が出るため、呼び出し側が「やまかけ」か「ゲート越え」のどちらの通信方法
になるかわかりません。 

呼び出す局のコールサインを無線機の「TO」や「UR」に設定しないで 
特定局を呼び出す方法は「コールサイン指定呼出」とはいいません。 

 

 



直接電波でレピータにアクセスして使用する以外の 
通信方法 インターネット経由で通信するDVゲートウェイ機能 

１．ターミナルモード 



直接電波でレピータにアクセスして使用する以外の 
通信方法 インターネット経由で通信するDVゲートウェイ機能 

２．アクセスポイントモード 



DVゲートウェイ機能 

直接電波でレピータにアクセスして使用する以外の 
通信方法 

対応機種：ID-31PLUS,ID-51PLUS2,ID-52,ID-4100,IC-705,IC-9700 

・レピータが設置されてない場所やレピータにアクセスできない場所などでも、 
Androidのスマートフォンやタブレット又はWindowsパソコンなどに 
フリーウェアのアプリをインストールして携帯電話回線やインターネット回線に 
接続してD-STAR通信ができる機能。 
  (アプリAndroid：RS-MS3A , Windows：RS-MS3W) 

※IC-705とIC-9700はネットに直接接続する(内蔵ゲートウェイを使用する)場合は、RS-MS3は不要 

レピータからレピータに接続する通信方法(ゲート越え通信)と同じになる。 
［レピータに関係(接続)しているのではなく、独立した専用ゲートウェイとして動作］ 

山かけ通信はできないため、「ゲート越え通信」と「コールサイン指定通信」を行う 
無線機の設定は、「TO」のみが設定可能 

レピータのように他局同士の交信は聞こえない 

レピータを使用している局かDVゲートウェイ機能を使用している局と通信することができる 

レピータをワッチしているのではなくインターネットで自局宛ての音声データだけを受信している 



DVゲートウェイ機能で運用するときのイメージ 



DVゲートウェイ機能を補完する機能 

DVゲートウェイ機能では、レピータのように他局同士の交信は聞こえないので 
これを補完する機能としてＩＣＯＭがファームウェアで実現 

DVレピータモニター機能 IC-705,IC-9700 

無線機の「TO」にレピータ局を設定した時に設定したレピータで交信している局の 
音声をモニターできる機能 （レピータの負荷を軽減する為モニター時間に制限） 
 設定 10分、20分、30分 ：初期値は10分 

送信機能は無いため、レピータを使ったゲート越え通信もしくは 
DVゲートウェイ機能の「ターミナルモード」もしくは 
「アクセスポイントモード」で通信する 

ＩＣ－７０５ 
ＩＣ－９７００ 



直接電波でレピータにアクセスして使用する以外の 
通信方法 dmonitor（ディーモニター） 

DVレピータモニター機能とターミナルモード両方の機能を合わせたイメージ 

JARL D-STAR委員会が開発 

Raspberry pi 3以上とターミナルモード機能の付いたD-STAR無線機を利用 

LAN経由で 
インタネット 

dmonitor設備 

ラズパイ 

無線でアクセスできないレピータに、インターネット経由で直接アクセスできる 



  呼び出しと応答の基本例 
レピータ運用 

〇山かけ呼び出しと応答 

呼出例：CQCQCQ こちらはJR6PUE 飯塚三郡山４３０レピータ山かけです 

「やまかけ」とアナウンスして応答側にわかりやすくします 

応答例：JR6PUE こちらは、J△６△△△です 

応答側は「やまかけ」のためこれでOKです 

〇ゲート越え呼出と応答 
呼出例：CQCQCQ こちらはJR6PUE 飯塚三郡山430レピータからゲート越え 
     田川行橋４３０レピータです 

レピータ名称をアナウンスしてワッチ局にゲート越えということがわかるようにします 

応答例：JR6PUE こちらは、J△６△△△、田川行橋430レピータからです 

応答側は、「TO」に「田川行橋４３０」もしくは「J△６△△△」を設定して応答 

レピータ名称は、正式名称をアナウンスしてください 



  呼び出しと応答の基本例 
ターミナルモード運用 

呼出例：CQCQCQ こちらはJR6PUE、ターミナルモードから 
     飯塚三郡山４３０レピータです。 

〇レピータ呼出と応答 

ターミナルモードは「やまかけ」にはならず、必ず「ゲート越え」になるので 
「TO」の設定が。「CQCQCQ」（やまかけ）では通信できません。 
「FROM」は、自局のコールサインになります。 

さらに、「ＲＸ－ＣＳ」で当局のコールサインをＴＯに設定して応答して 
ください。と付け加えると応答局側の設定がわかります。 

応答例：JR6PUE こちらは、J△６△△△、田川行橋430レピータからです 



  呼び出しと応答の基本例 
dmonitor運用 

〇山かけ 

呼出例：CQCQCQ こちらはJR6PUE 飯塚三郡山４３０レピータ山かけ 
               dmonitor運用です 

〇ゲート越え 

呼出例：CQCQCQ こちらはJR6PUE 飯塚三郡山430レピータから 
     ゲート越え田川行橋４３０レピータdmonitor運用です 

レピータに接続する方法がインターネット経由になるだけで 
「TO」の設定は、レピータ運用と同じ。 
「FROM」はターミナルモードと同じです山かけとゲート越えの両方が可能 



D-STRA運用のポイント 
１．D-STARレピータはコールサインで制御しているため、 
  コールサインの設定を間違わないようにする。 

２．呼び出しをする前に、レピータに正常にアクセス出来ているかの 
  確認が重要 

３．応答局がどのように設定すれば良いかがわかるように、使用して 
 いるレピータの名称と山かけ・レピータ指定・コールサイン指定など 
 自局の「TO」設定にあわせたアナウンスをする 

４．呼び出し局に応答するときは、呼び出し局の呼び出し内容を 
 聞き漏らさずに「TO」の確認と設定を間違わないようにする 



直接電波でレピータにアクセスして使用する以外の 
通信方法 

Noragateway 

NoraGatewayは、圏央道友会のJI1ROJ 片平OMが開発した 
ノード局用のソフトウェア（フリーソフト）です。  
（特徴） 1. 非常に多機能でいろいろな使い方ができる。  
     2. Windowsパソコン、 ラズベリーパイ、  
       Andriodスマホ等で使える。 

飯塚三郡山４３０にもアクセス可能 



doozy 

ID-52,IC-705 USB接続  
 
ID-31Plus,ID-51Plus2,IC-9700 
専用ケーブルOPC-2350LU接続 

リフレクタにアクセスするのがメインのソフトですがNoraExternalConnectorが動いている 
D-STARレピータにも接続できます。 日本専用のオプション機能です。 

BlueDV、Pi-starは、DSTAR無線機を使ってリフレクターやC4FM機同士での通信が可能です 

 doozy を使用すると、Windows PC を介して D-STAR (DPLUS、DEXTRA、DCS、および XLX)  
で 各種リフレクタでのQSO を行うことができます。 ホットスポットは必要ありません。 

JP6YFAに接続して送信している状況 

XLX608 Kリフレクタに接続し受信している状況 

D-STARレピータだけでなく 

リフレクタの世界へチャレンジしてみて
ください 
XLX608 Kは、常時聞いています。 

飯塚三郡山４３０にもアクセス可能 

http://www.pa7lim.nl/doozy/
http://www.pa7lim.nl/doozy/


BlueDV・Doozy・PeanutからDSTARレピータへ接続した場合は、レピータへゲート越えした局の音声は 
聞こえますが応答は出来ません。 Nora の場合は、「RX - CS」 で取り込んで可能です。 



JP6YFA GWフローチャート 
飯塚三郡山サーバー 
DELL PowerEdgeR210 Xeon E3-1220 3.1GHｚ NTT光回線 



JP6YFA 飯塚三郡山レピータを今後ともよろしくお願いします 

本資料を作成するにあたり、ICOMホームページ 
D-STAR情報Web Site 
D-STAR情報ページ 
JARL DSTAR News 
電波社 HAMworld 2022年3月号、2023年5月号 
JR1OPFホームぺージ等多くのネット情報などを 
参考にさせていただきました。 
ありがとうございました。 
 

「金銭上の利益のためではなく、 
もっぱら個人的な無線技術の興味によつて行う 
自己訓練、通信及び技術的研究その他総務大臣が 
別に告示する業務を行う無線通信業務」 

アマチュア業務の定義 

電波法施行規則第3条第1項第15号 

おわり 
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